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滞
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今
此
の
公
圏
内
な
る
蓮
池
の
地
な
る
馬
場
跡
の
往
来
脇
に
卸
ち
掘
あ

り
て
、
連
を
殖
ゑ
た
り
。
此
の
蓮
は
近
年
殖
ゑ
た
る
も
の
に
て
.
往

古
よ
り
の
蓮
池
に
あ
ら
宇
。
蓮
池
の
古
跡
を
残
さ
ん
が
矯
め
に
‘
近

く
殖
ゑ
け
る
も
仏
り
。
叉
此
の
蓮
池
と
呼
び
来
れ
る
地
は
、
今
大
瀧
と

呼
べ
る
瀧
水
の
並
び
た
る
松
林
よ
り
、
宙
開
掲
往
来
と
の
問
た
る
地

を
い
へ
り
。
=
一
州
一
志
来
図
概
覧
附
録
に
、
蓮
池
境
内
は
、
城
掠
の
方

今
東
端
よ
り
西
端
ま
で
線
て
百
七
十
二
問
、
事
校
の
方
東
端
よ
り
西

端
ま
で
総
て
百
九
十
四
間
三
尺
、
新
坂
柵
門
の
方
六
十
間
二
尺
、
御

物
見
所
の
方
穏
に
八
間
二
尺
あ
り
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
右

串
校
は
、
寛
政
四
年
に
創
立
せ
し
菅
藩
の
串
校
に
て
、
今
い
ふ
事
校

の
事
に
あ
ら
・
?
。
右
串
校
の
菅
地
は
、
蓮
池
の
後
園
地
に
て
、
そ
の
か

み
蓮
池
の
地
と
串
校
の
地
と
の
聞
に
往
来
あ
り
し
を
、
文
政
三
年
竹

揮
殿
治
替
に
付
、
往
来
を
厳
し
、
蓮
池
の
地
と
合
併
し
、
且
藩
士
の

第
地
・
な
ど
も
、
皆
錦
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
今
の
如
く
一
直
内
の
露
地
と

は
成
り
た
り
。

。
蓮
池
馬
場

醤
藩
中
は
、
・
蓮
池
馬
場
と
稀
し
、
務
公
の
調
馬
所
也
。
三
州
志
来
因

概
覧
附
録
に
云
ふ
。
蓮
池
馬
場
、
長
さ
六
十
七
間
三
尺
、
幅
削
問
、

。

築
し
、
河
北
郡
柳
橋
の
名
産
な
る
園
子
の
出
庖
を
開
き
け
る
に
、
港

人
競
っ
て
賀
ひ
行
き
け
る
故
.
一
町
内
の
茶
庖
共
も
亦
此
の
国
子
を

製
し
、
公
関
内
の
名
産
と
は
成
り
た
り
。
殊
に
高
橋
初
三
郎
が
商
組

母
は
.
天
明
元
年
十
一
月
の
生
れ
に
て
、
明
治
十
七
年
四
月
百
五
歳

の
蒋
齢
を
保
ち
け
る
と
て
、
帯
賀
の
祝
意
を
表
し
、
十
五
日
よ
り
廿

日
ま
で
遊
人
に
景
物
を
出
し
園
子
を
商
ひ
け
り
。
折
し
も
棲
花
民
盛

り
た
れ
ば
.
日
々
群
を
・
な
し
た
る
も
、
圏
内
の
一
奇
事
た
る
べ
し
。

彼
の
老
婆
は
、
明
治
十
九
年
一
月
二
十
目
、
百
七
歳
に
て
渡
せ
り
。

貨
に
蓮
池
町
茶
底
の
開
胞
と
い
ふ
ぺ
し
。

。
江
戸
町
故
跡

此
の
地
は
.
邸
ち
今
茶
庖
の
家
屋
を
連
携
せ
し
元
馬
場
の
地
漣
に

て
、
醤
藩
中
蓮
池
と
稀
す
る
地
内
也
。
三
登
記
に
云
ふ
。
慶
長
十
年

七
月
.
利
光
卿
の
御
簾
中
、
江
戸
よ
り
御
入
奥
、
御
前
様
御
家
老
と

し
て
興
津
内
記
、
御
用
人
と
し
て
由
比
民
部
・
矢
野
所
完
街
門
・
矢
部

先
左
衛
門
‘
共
の
外
御
歩
行
・
料
理
人
・
下
々
男
共
に
至
る
ま
で
‘
江

戸
よ
り
数
百
人
供
奉
し
来
る
に
よ
り
、
新
丸
鐙
ぴ
石
川
門
の
外
に
江

戸
町
と

τ
長
屋
を
建
て
置
か
せ
ら
れ
.
此
の
長
屋
へ
入
れ
ら
れ
た

り
。
平
次
按
守
る
に
、
江
戸
人
を
ぽ
入
れ
置
き
け
る
に
よ
り
江
戸
町

金
滞
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-&.. r、

土
居
高
さ
凶
尺
或
は
五
尺
三
寸
‘
貞
享
三
年
八
月
十
五
日
、
幕
府
よ

り
恩
賜
の
駿
馬
を
、
蓮
池
亭
に
て
老
臣
に
見
せ
し
め
ら
る
L
事
年
表

に
見
ゆ
れ
ば
.
共
の
頃
既
に
蓮
池
馬
場
あ
り
た
る
事
知
る
べ
し
。
と

い
へ
り
。
平
戎
按
守
る
に
、
葛
傘
昌
典
自
記
に
.
延
貸
五
年
四
月
廿

七
日
.
臭
小
勝
組
之
銃
於
昌
新
馬
場
-
乗
馬
御
免
許
之
官
被
-
仰
出
刊
と
あ

り
。
右
新
馬
場
は
即
ち
蓮
池
馬
場
な
る
べ
し
。
然
ら
ば
此
の
馬
場
、

延
貨
の
頃
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。

。
蓮
池
新
道

此
の
新
道
は
、
卸
ち
馬
場
跡
友
り
。
陵
落
後
ま
で
共
の
健
に
て
‘
明

治
五
年
三
月
余
六
闘
の
地
漣
初
め
て
衆
庶
男
女
の
来
越
を
許
さ
れ
し

に
‘
其
の
頃
は
馬
場
形
・
土
居
等
倫
依
然
た
り
し
か
ど
、
同
七
年
五
月

余
六
闘
の
地
を
公
闘
と
た
し
‘
人
民
の
遊
観
場
と
定
め
ら
れ
‘
遁
々

緒
方
に
入
口
を
付
け
、
園
内
に
茶
底
等
建
築
の
事
を
許
さ
れ
た
り
。

故
に
共
の
際
馬
場
の
地
に
‘
茶
庖
を
建
築
せ
ん
と
の
願
人
多
く
‘
遁

々
土
居
を
取
段
ち
、
家
屋
を
建
築
し
て
茶
底
を
設
け
L
る
。
中
に
も

明
治
十
一
年
北
陸
御
巡
幸
の
際
、
競
っ
て
敷
胞
を
建
て
並
ぺ
、
途
に

家
屋
連
機
し
て
一
町
の
邸
地
の
如
く
成
り
た
り
。
茶
庖
の
中
に
も
、

高
橋
初
三
郎
と
云
ふ
者
.
初
め
て
公
闘
の
入
口
な
る
角
に
茶
応
を
建

。

占

と
は
呼
べ
る
も
の
也
。
但
し
箆
長
十
年
七
月
と
す
る
は
誤
也
。
村
井

長
明
の
象
賢
紀
時
に
、
関
ゲ
僚
の
明
年
九
月
江
戸
よ
り
姫
君
金
滞
へ
御

入
輿
と
見
h
.
家
忠
日
記
・
烈
組
成
績
・
武
徳
大
成
紀
等
の
記
鍛
、
共

に
皆
鹿
長
六
年
九
月
に
係
け
た
り
。
さ
て
三
登
記
に
、
寛
永
八
年
四

月
十
四
日
金
津
火
災
、
城
内
本
丸
の
殿
間
延
焼
の
徐
煙
江
戸
町
を
焼

き
梯
う
て
‘
問
弁
口
ま
で
悉
く
焼
失
す
。
と
見
ね
た
り
。
富
岡
景
周

の
蓮
池
考
K
・
此
の
蓮
池
の
地
は
‘
実
徳
夫
人
御
入
輿
以
後
、
江
戸

町
と
て
、
閥
束
よ
り
御
附
の
人
々
の
小
屋
、
此
所
に
あ
り
。
叉
年
鵠

に
‘
高
治
二
年
七
月
、
此
の
地
に
作
事
所
を
建
っ
と
あ
り
。
此
の
作

事
所
出
来
の
頃
は
、
最
早
閥
束
よ
り
の
御
附
人
も
訟
く
、
小
屋
も
取

り
掛
ひ
後
の
故
た
る
べ
し
。
た
ピ
延
貧
困
年
に
作
事
所
を
移
柑
押
せ
ら

れ
し
奮
地
に
座
敷
を
建
て
さ
せ
ら
れ
‘
貞
享
の
頃
ま
で
も
以
前
の
遺

名
に
て
、
江
戸
町
御
亭
訟
ど
L

唱
へ
た
り
と
い
へ
り
。
三
州
志
来
因

概
覧
附
録
に
一
試
ふ
。
江
戸
町
占
は
今
の
蓮
池
の
地
た
り
。
古
国
民
、

新
坂
口
よ
り
安
易
坂
の
終
り
ま
で
二
百
三
十
間
許
の
聞
な
り
。
有
樺

武
貞
の
甲
貧
困
訟
に
、
江
戸
衆
の
居
た
る
屋
敷
跡
を
江
戸
町
と
い

ふ
。
今
の
蓮
池
露
地
の
御
事
あ
る
遜
と
あ
り
。
但
し
御
附
家
老
奥
海

内
記
一
人
は
新
丸
に
居
し
.
御
用
人
以
下
の
人
々
は
江
戸
町
に
貸
屋

セ




